
注意事項

・ユニットハウスを積載した状態で高さが 3.8m以上にならないようにご注意下さい。
・振動、衝撃により窓、ドアのガラスが破損する恐れがありますので、必ず施錠をして下さい。
・連棟型のユニットハウスを輸送の際は、必ず専用シートをご利用下さい。
・レバーブロック等で4箇所を輸送車両の荷台とハウス本体を固定して下さい。
・ユニットハウスを吊り上げる際は、4本のワイヤーロープを吊金具に掛けて行って下さい。
・設置にあたっては、水平に設置して下さい。
・2階建でご利用の際は専用金具で固定して下さい。

輸送または設置にあたって

・1次側電源の引き込み工事は、電気工事会社へご依頼下さい。
・連棟ハウスの電気配線工事の際は2ページの配線要領を参照下さい。
・交流 100Ｖ以外の電圧では使用しないで下さい。
・タコ足配線はしないで下さい。
・標準装備の照明器具等の改造はしないで下さい。

電気関係

・冬期間にご利用の際は、屋根の雪降ろしを積雪 30 ㎝を目処に行って下さい、その際屋根に傷をつけないようご注意下さい。
・雪降ろしの際、屋根は滑りやすいので転落防止措置を行って下さい。
・給排気筒を施さないストーブをご利用の際は、一酸化炭素中毒になる危険性がありますので、1時間毎に換気をして下さい。
・1階部分にFF式ストーブを設置の際は、積雪を考慮して給排気筒の設置工事を行って下さい。

冬期間のご利用にあたって

・2階建でご使用の際は、2階部分の階段が設置されていないドアは常に施錠をして、転落防止措置を施して下さい、
・内外装には不燃材を使用しておりませんので、火気の使用には充分にご注意下さい。
・換気口、換気扇を塞がないで下さい。

その他

■ご使用にあたっての注意事項
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人工芝屋上遮熱マット

連棟型ハウスの電気配線結線の注意点

詳細図共通記号

連棟ハウスの配電盤

仮設工事事務所の遮熱には
「人工芝屋上遮熱マット」が最適！

単相3線式　電灯回路/コンセント回路（2回線保有）

■配電盤の位置

３連棟まで

配電盤場所

接続箇所

各棟との接続

他

４連棟以上

A棟（右側）とＣ棟（入口、左側） A棟（右側）とＣ棟（入口、左側）

使用電力容量の関係、A棟とC棟の両方の配電盤に
単相3線式の外線を入れます。

Ｃ棟（入口、左側）の配電盤のみに単相3線式の
外線を入れます。

天井点検口の右側オスプラグを鉄骨穴を通し、
隣の棟のメスのコネクターと接続して下さい。

中心のハウス（4連棟の場合2棟づつに分ける）の天井点
検口のコネクターは接続しないで下さい。接続しますと
ショートします。（両方の配電盤に外線を入れた場合のみ）

A棟（右側）の配電盤のスイッチはすべて入りにして下さい。
（外線の関係で反対でも、可能です。）

コンセント 蛍光灯 換気口 換気扇 配電盤 ストーブ排気口

※本商品の仕様等は予告なく変更する事がありますのでご了承下さい。

実験データで室内温度が－5℃
「作業環境の改善」「熱中症対策」
にご活用下さい。

・サイズ /1枚あたり
　L 2,400 ㎜×Ｗ 900 ㎜×t 30 ㎜
　重量約 25㎏
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